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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年2月12日(2015.2.12)

【公表番号】特表2013-516516(P2013-516516A)
【公表日】平成25年5月13日(2013.5.13)
【年通号数】公開・登録公報2013-023
【出願番号】特願2012-547149(P2012-547149)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  69/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   69/26     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年12月16日(2014.12.16)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コポリマーであって、
　ａ）ペルフルオロポリエーテルセグメントを少なくとも１つ、及び式（Ｉａ）の１価の
オキサリルアミノ含有基を少なくとも２つ含む、フッ素化オキサリルアミノ含有化合物で
あって、

【化１】

　前記フッ素化オキサリルアミノ含有化合物が式（Ｖ）、式（Ｖａ）、又は式（ＶＩ）、
又は式（ＶＩａ）のものであり、
【化２】

【化３】
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【化４】

【化５】

　式中、
　各Ｒ１は独立してアルキル、ハロアルキル、アラルキル、置換アラルキル、アルケニル
、アリール、置換アリール、又は式－Ｎ＝ＣＲ４Ｒ５のイミノであり；
　各Ｒ２は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであり；
　Ｒ４は水素、アルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールで
あり；
　Ｒ５はアルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールであり；
　Ｒｆは、ペルフルオロポリエーテル基であり；
　各Ｙ１は独立して、（ａ）少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキレン、（ｂ
）少なくとも２個の炭素原子を有するアルキレン、（ｃ）第１基と、第２基と、これらを
連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、又は（ｄ）これらの組み合わせであり、
各前記第１基及び前記第２基は独立して少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキ
レン又は少なくとも２個の炭素原子を有するアルキレンであり；並びに
　ｎは、少なくとも２以上の整数であり；
　各Ｙ２は独立して単結合、少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキレン、少な
くとも２個の炭素原子を有するアルキレン、又はこれらの組み合わせであり；並びに
　各Ｙ３は独立して少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキレン、少なくとも２
個の炭素原子を有するアルキレン、又はこれらの組み合わせであり；
　ｑは、少なくとも１に等しい整数である、フッ素化オキサリルアミノ含有化合物；並び
に
　ｂ）式（ＩＩ）の第１アミン化合物であって、

【化６】

　式中、
　Ｑ２は、（ａ）アルカンラジカル、（ｂ）ヘテロアルカンラジカル、（ｃ）アレーンラ
ジカル、（ｄ）第１基と、第２基と、これらを連結するカルボニルアミノ基とで構成され
る基、（ｅ）Ｒ７及びＲ７が結合している窒素を含んでいる複素環基の一部、又は（ｆ）
これらの組み合わせであり、各第１基及び第２基は独立して、アルカンラジカル、ヘテロ
アルキレンラジカル、アレーンラジカル、又はこれらの組み合わせであり；
　各Ｒ７は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ２及び
Ｒ７が結合している前記窒素を含んでいる複素環基の一部であり；並びに
　ｎは、少なくとも２に等しい整数である、式（ＩＩ）の第１アミン化合物、を含む反応
混合物の生成物を含む、コポリマー。
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【請求項２】
　コポリマーであって、
　ａ）式（ＩＩＩ）の第２オキサリルアミノ含有化合物であって、
【化７】

　式中、
　各Ｒ１は独立してアルキル、ハロアルキル、アラルキル、置換アラルキル、アルケニル
、アリール、置換アリール、又は式－Ｎ＝ＣＲ４Ｒ５のイミノであり；
　各Ｒ７は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ及びＲ
７が結合している窒素を含んでいる複素環基の一部であり；
　Ｒ４は水素、アルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールで
あり；
　Ｒ５はアルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール又は置換アリールであり；
　Ｑは、（ａ）ヘテロアルキレン、（ｂ）アルキレン、（ｃ）アリーレン、（ｄ）第１基
と、第２基と、これらを連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、（ｅ）Ｒ７及び
Ｒ７が結合している前記窒素を含んでいる複素環基の一部、又は（ｆ）これらの組み合わ
せであり、各第１基及び第２基は独立してヘテロアルキレン、アルキレン、アリーレン、
又はこれらの組み合わせであり；並びに
　ｐは少なくとも１に等しい整数である、式（ＩＩＩ）の第２オキサリルアミノ含有化合
物；並びに
　ｂ）ペルフルオロポリエーテルセグメントを有し、かつ第一級アミノ基を少なくとも２
つ、第二級アミノ基を２つ、又はこれらの組み合わせを有するフッ素化アミンであって、
前記フッ素化アミンが式（ＶＩＩ）又は式（ＶＩＩＩ）のものであり、

【化８】

【化９】

　式中、
　Ｒｆは、ペルフルオロポリエーテル基であり；並びに
　各Ｙ１は独立して、（ａ）少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキレン、（ｂ
）少なくとも２個の炭素原子を有するアルキレン、（ｃ）第１基と、第２基と、これらを
連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、又は（ｄ）これらの組み合わせであり、
前記第１基及び前記第２基はそれぞれ少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキレ
ン又は少なくとも２個の炭素原子を有するアルキレンであり；
　各Ｒ２は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであり；
　ｎは、少なくとも１に等しい整数であり；
　各Ｙ２は独立して単結合、少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキレン、少な
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くとも２個の炭素原子を有するアルキレン、又はこれらの組み合わせであり；並びに
　各Ｙ３は独立して少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキレン、少なくとも２
個の炭素原子を有するアルキレン、又はこれらの組み合わせである、フッ素化アミン、を
含む反応混合物の生成物を含む、コポリマー。
【請求項３】
　式（ＩＶ）の基を少なくとも１つ含むコポリマーであって、
【化１０】

　式中、
　Ｑ１はペルフルオロポリエーテルセグメントを含み、Ｑ１が式（Ｘ）又は式（ＸＩ）の
ものであり、
【化１１】

【化１２】

　式中、
　各Ｙ１は独立して、（ａ）少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキレン、（ｂ
）少なくとも２個の炭素原子を有するアルキレン基、（ｃ）第１基と、第２基と、これら
を連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、又は（ｄ）これらの組み合わせであり
、前記第１基及び前記第２基はそれぞれ少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキ
レン又は少なくとも２個の炭素原子を有するアルキレンであり；
　各Ｙ２は独立して単結合、少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキレン、少な
くとも２個の炭素原子を有するアルキレン、又はこれらの組み合わせであり；並びに
　各Ｙ３は独立して少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキレン、少なくとも２
個の炭素原子を有するアルキレン、又はこれらの組み合わせであり；
　Ｒｆは、ペルフルオロポリエーテル基であり；
　Ｑは、（ａ）ヘテロアルキレン、（ｂ）アルキレン、（ｃ）アリーレン、（ｄ）第１基
と、第２基と、これらを連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、（ｅ）Ｒ７及び
Ｒ７が結合している窒素を含んでいる複素環基の一部、又は（ｆ）これらの組み合わせで
あり、各第１基及び第２基は独立してヘテロアルキレン、アルキレン、アリーレン、又は
これらの組み合わせであり；
　各Ｒ２は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであり；
　各Ｒ７は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ及びＲ
７が結合している前記窒素を含んでいる複素環基の一部であり；
　各変数記号ｑ、ｐ、及びｍは、独立して少なくとも１に等しい整数であり；並びに
　各星印は、前記コポリマー内の他の基に結合する部位を記述する、コポリマー。
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【請求項４】
　コポリマーであって、
　ａ）式（ＩＸ）のシュウ酸塩化合物であって、
【化１３】

　式中、
　各Ｒ１は独立してアルキル、ハロアルキル、アラルキル、置換アラルキル、アルケニル
、アリール、置換アリール、又は式－Ｎ＝ＣＲ４Ｒ５のイミノであり；
　Ｒ４は水素、アルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールで
あり；並びに
　Ｒ５はアルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール又は置換アリールである、式
（ＩＸ）のシュウ酸塩化合物；
　ｂ）ペルフルオロポリエーテルセグメントを有し、かつ第一級アミノ基を少なくとも２
つ、第二級アミノ基を２つ、又はこれらの組み合わせを有するフッ素化アミンであって、
前記フッ素化アミンが式（ＶＩＩ）又は式（ＶＩＩＩ）のものであり、
【化１４】

【化１５】

　式中、
　Ｒｆは、ペルフルオロポリエーテル基であり；並びに
　各Ｙ１は独立して、（ａ）少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキレン、（ｂ
）少なくとも２個の炭素原子を有するアルキレン、（ｃ）第１基と、第２基と、これらを
連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、又は（ｄ）これらの組み合わせであり、
前記第１基及び前記第２基はそれぞれ少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキレ
ン又は少なくとも２個の炭素原子を有するアルキレンであり；
　各Ｒ２は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであり；
　ｎは、少なくとも１に等しい整数であり；
　各Ｙ２は独立して単結合、少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキレン、少な
くとも２個の炭素原子を有するアルキレン、又はこれらの組み合わせであり；並びに
　各Ｙ３は独立して少なくとも２個の炭素原子を有するヘテロアルキレン、少なくとも２
個の炭素原子を有するアルキレン、又はこれらの組み合わせである、フッ素化アミン；並
びに
　ｃ）式（ＩＩ）の第１アミン化合物であって、
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【化１６】

　式中、
　Ｑ２は、（ａ）アルカンラジカル、（ｂ）ヘテロアルカンラジカル、（ｃ）アレーンラ
ジカル、（ｄ）第１基と、第２基と、これらを連結するカルボニルアミノ基とで構成され
る基、（ｅ）Ｒ７及びＲ７が結合している窒素を含んでいる複素環基の一部、又は（ｆ）
これらの組み合わせであり、各第１基及び第２基は独立して、アルカンラジカル、ヘテロ
アルキレンラジカル、アレーンラジカル、又はこれらの組み合わせであり；
　各Ｒ７基は独立して水素、アルキル、アラルキル、アリール、又はＱ２及びＲ７が結合
している前記窒素を含んでいる複素環基の一部であり；並びに
　ｎは、少なくとも２に等しい整数である、式（ＩＩ）の第１アミン化合物、を含む反応
混合物の生成物を含む、コポリマー。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　第１の態様では、コポリマーが提供される。コポリマーとしては、フッ素化オキサリル
アミノ含有化合物及び第１アミン化合物を含む反応混合物生成物が挙げられる。フッ素化
オキサリルアミノ含有化合物は、ペルフルオロポリエーテルセグメントを１つ、及び式（
Ｉ）の１価のオキサリルアミノ含有基を少なくとも２つ含む。

【化１】

　式（Ｉ）中、各Ｒ１は独立してアルキル、ハロアルキル、アラルキル、置換アラルキル
、アルケニル、アリール、置換アリール、又は式－Ｎ＝ＣＲ４Ｒ５のイミノである。各Ｒ
２は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールである。Ｒ４基は水素、アルキ
ル、アラルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールである。Ｒ５基はアルキ
ル、アラルキル、置換アラルキル、アリール又は置換アリールである。第１アミン化合物
は式（ＩＩ）のものである。

【化２】

　式（ＩＩ）中、Ｑ２基は、（ａ）アルカンラジカル、（ｂ）フッ素化アルカンラジカル
、（ｃ）ヘテロアルカンラジカル、（ｄ）アレーンラジカル、（ｅ）第１基と、第２基と
、これらを連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、（ｆ）Ｒ７及びＲ７が結合し
ている窒素を含んでいる複素環基の一部、又は（ｇ）これらの組み合わせであり、各第１
基及び第２基は独立して、アルカンラジカル、フッ素化アルカンラジカル、ヘテロアルキ
レンラジカル、アレーンラジカル、又はこれらの組み合わせである。各Ｒ７基は独立して
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水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ２及びＲ７が結合している
窒素原子を含んでいる複素環基の一部である。変数記号ｎは、少なくとも２に等しい整数
である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
　第２の態様では、コポリマーが提供される。コポリマーは、第２オキサリルアミノ含有
化合物の生成物及びフッ素化アミンの生成物を含む。第２オキサリルアミノ含有化合物は
式（ＩＩＩ）のものである。
【化３】

　式（ＩＩＩ）中、各Ｒ１は独立してアルキル、ハロアルキル、アラルキル、置換アラル
キル、アルケニル、アリール、置換アリール、又は式－Ｎ＝ＣＲ４Ｒ５のイミノである。
各Ｒ７は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ及びＲ７

が結合している窒素を含んでいる複素環基の一部である。Ｒ４基は水素、アルキル、アラ
ルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールである。Ｒ５基はアルキル、アラ
ルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールである。Ｑ基は、（ａ）アルキレ
ン、（ｂ）フッ素化アルキレン、（ｃ）ヘテロアルキレン、（ｄ）アリーレン、（ｅ）第
１基と、第２基と、これらを連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、（ｆ）Ｒ７

及びＲ７が結合している窒素を含んでいる複素環基の一部、又は（ｇ）これらの組み合わ
せであり、各第１基及び第２基は独立してアルキレン、フッ素化アルキレン、ヘテロアル
キレン、アリーレン、又はこれらの組み合わせである。変数記号ｐは、少なくとも１に等
しい整数である。フッ素化アミンは、ペルフルオロポリエーテルセグメント、並びに第一
級アミノ基を少なくとも２つ、第二級アミノ基を少なくとも２つ、又は第一級アミノ基を
少なくとも１つに加えて第二級アミノ基を少なくとも１つを含有する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　第３の態様では、コポリマーが提供される。コポリマーとしては、シュウ酸塩化合物、
フッ素化アミン化合物、及び第１アミン化合物を含む反応混合物生成物が挙げられる。シ
ュウ酸塩化合物は式（ＩＸ）のものである。
【化４】

　式（ＩＸ）中、各Ｒ１は独立してアルキル、ハロアルキル、アラルキル、置換アラルキ
ル、アルケニル、アリール、置換アリール、又は式－Ｎ＝ＣＲ４Ｒ５のイミノである。Ｒ
４基は水素、アルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールであ
る。Ｒ５基はアルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールであ
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る。フッ素化アミンは、ペルフルオロポリエーテルセグメント、並びに第一級アミノ基を
少なくとも２つ、第二級アミノ基を少なくとも２つ、又は第一級アミノ基を少なくとも１
つに加えて第二級アミノ基を少なくとも１つを含有する。第１アミン化合物は式（ＩＩ）
のものである。
【化５】

　式（ＩＩ）中、Ｑ２基は、（ａ）アルカンラジカル、（ｂ）フッ素化アルカンラジカル
、（ｃ）ヘテロアルカンラジカル、（ｄ）アレーンラジカル、（ｅ）第１基と、第２基と
、これらを連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、（ｆ）Ｒ７及びＲ７が結合し
ている窒素を含んでいる複素環基の一部、又は（ｇ）これらの組み合わせであり、各第１
基及び第２基は独立して、アルカンラジカル、フッ素化アルカンラジカル、ヘテロアルキ
レンラジカル、アレーンラジカル、又はこれらの組み合わせである。各Ｒ７基は独立して
水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ２及びＲ７が結合している
窒素原子を含んでいる複素環基の一部である。変数記号ｎは、少なくとも２に等しい整数
である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　第４の態様では、コポリマーが提供される。コポリマーは、式（ＩＶ）の基を少なくと
も１つ含有する。
【化６】

　式（ＩＶ）中、各Ｑ１基はペルフルオロポリエーテルセグメントを含有する。各Ｑ基は
（ａ）アルキレン、（ｂ）フッ素化アルキレン、（ｃ）ヘテロアルキレン、（ｄ）アリー
レン、（ｅ）第１基と、第２基と、これらを連結するカルボニルアミノ基とで構成される
基、（ｆ）Ｒ７及びＲ７が結合している窒素を含んでいる複素環基の一部、又は（ｇ）こ
れらの組み合わせであり、各第１基及び第２基は独立してアルキレン、フッ素化アルキレ
ン、ヘテロアルキレン、アリーレン、又はこれらの組み合わせである。各Ｒ２は独立して
水素、アルキル、アラルキル、又はアリールである。各Ｒ７は独立して水素、アルキル、
アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ及びＲ７が結合している窒素を含んでいる複
素環基の一部である。各変数記号ｑ、ｐ、及びｍは、少なくとも１に等しい整数である。
各星印は、コポリマー内の他の基に結合する部位を記述する。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００１５】
　一部の実施形態では、フッ素化オキサリルアミノ含有化合物は式（Ｖ）のものである。
【化９】

　式（Ｖ）中、Ｒｆはペルフルオロポリエーテル基である。各Ｙ１は独立して、（ａ）ヘ
テロアルキレン、（ｂ）アルキレン、（ｃ）第１基と、第２基と、これらを連結するカル
ボニルアミノ基とで構成される基、又は（ｄ）これらの組み合わせであり、各第１基及び
第２基は独立してヘテロアルキレン又はアルキレンである。変数記号ｎは、少なくとも２
以上の整数である。例えば、ｎは少なくとも３又は少なくとも４であり得る。変数記号ｎ
は、多くの場合、１０以下、８以下、６以下、４以下、又は３以下である。変数記号ｎは
、２～１０、２～６、又は２～４の範囲であり得る。変数記号Ｒｆはｎに等しい。直鎖の
反応生成物を調製するために、ｎは通常２に等しく、Ｒｆは二価の基である。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
　更に他の例示的なＲｆ基は、下式
　－ＣＦ２Ｏ－（ＣＦ２ＣＦ２Ｏ）ｋ－ＣＦ２－、
　－ＣＦ２ＣＦ２Ｏ－（ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２Ｏ）ｋ－ＣＦ２ＣＦ２－、又は
　－ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２Ｏ－（ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２Ｏ）ｋ－ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２－
のうちの１つであり、
　式中、ｋは０～３５、１～３０、１～３０、１～２０、１～１５、又は１～１０の範囲
の変数記号である。これらのＲｆ基の、対応するジメチルエステルは、有機前駆体を直接
的にフッ素化し、次いでメタノールと反応させることで調製することができる。この調製
方法は、米国特許第５，４８８，１４２号（Ｆａｌｌ　ｅｔ　ａｌ．）の実施例２、及び
米国特許第５，０９３，４３２号（Ｂｉｅｒｓｃｈｅｎｋ　ｅｔ　ａｌ．）の実施例４に
記載されている。
　式（Ｖ）中、各Ｙ１は独立して、（ａ）ヘテロアルキレン、（ｂ）アルキレン、（ｃ）
第１基と、第２基と、これらを連結するカルボニルアミノとで構成される基、又は（ｄ）
これらの組み合わせであり、各第１基及び第２基は独立してアルキレン又はヘテロアルキ
レンである。この際、Ｙ１基は、第１基を第２基と連結するカルボニルアミノ基を含み、
得られる連結基は式－Ｙ１ａ－（ＣＯ）－ＮＲ２－Ｙ１ａ－であり得、式中、各Ｙ１ａは
独立してアルキレン又はヘテロアルキレンである。このような複数の基は、例えば、－Ｙ
１ａ－（ＣＯ）ＮＲ２－Ｙ１ａ－（ＣＯ）ＮＲ２－Ｙ１ａ－及び　－Ｙ１ａ－（ＣＯ）Ｎ
Ｒ２－Ｙ１ａ－（ＣＯ）ＮＲ２－Ｙ１ａ－（ＣＯ）ＮＲ２－Ｙ１ａ－などのように共に連
結され得る。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　フッ素化オキサリルアミノ含有化合物（例えば、式（Ｖ）、（Ｖａ）、（ＶＩ）、又は
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（ＶＩａ）の化合物）を、第一級アミノ基を少なくとも２つ、又は第二級アミノ基を少な
くとも２つ有するか、あるいは第一級アミノ基を少なくとも１つに加え第二級アミノ基を
少なくとも１つ有する、第１アミン化合物と反応させることができる。第１アミン化合物
は、ペルフルオロポリエーテルセグメントを有さない。更に、第１アミン化合物は、ポリ
ジオルガノシロキサンセグメントを有さない。第１アミン化合物は式（ＩＩ）のものであ
る。
【化１６】

　式（ＩＩ）中、Ｑ２基は、（ａ）アルカンラジカル、（ｂ）フッ素化アルカンラジカル
、（ｃ）ヘテロアルカンラジカル、（ｄ）アレーンラジカル、（ｅ）第１基と、第２基と
これらを連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、（ｆ）Ｒ７及びＲ７が結合して
いる窒素を含んでいる複素環基の一部、又は（ｇ）これらの組み合わせであり、各第１基
及び第２基は独立して、アルカンラジカル、フッ素化アルカンラジカル、ヘテロアルキレ
ンラジカル、アレーンラジカル、又はこれらの組み合わせである。各Ｒ７基は独立して水
素、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ２及びＲ７が結合している窒
素原子を含んでいる複素環基の一部である。変数記号ｎは、少なくとも２に等しい整数で
ある。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　式（ＩＩ）の第１化合物の多くの実施形態では、変数記号ｎは２に等しく、第１化合物
は式（ＩＩａ）のものである。

【化１７】

　式（ＩＩａ）中、Ｑ基は（ａ）ヘテロアルキレン、（ｂ）アルキレン、（ｃ）フッ素化
アルキレン、（ｄ）アリーレン、（ｅ）第１基と、第２基と、これらを連結するカルボニ
ルアミノ基とで構成される基、（ｆ）Ｒ７及びＲ２が結合している窒素を含んでいる複素
環基の一部、又は（ｇ）これらの組み合わせであり、各第１基及び第２基は独立してヘテ
ロアルキレン、アルキレン、フッ素化アルキレン、アリーレン、又はこれらの組み合わせ
である。各Ｒ７は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ
及びＲ７が結合している窒素を含んでいる複素環基の一部である。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
　多くの実施形態では、第２反応混合物が含有する第２オキサリルアミノ含有化合物は、
多くの場合、式（ＩＩＩ）のものである。



(11) JP 2013-516516 A5 2015.2.12

【化２１】

　式（ＩＩＩ）中、各Ｒ１は独立してアルキル、ハロアルキル、アラルキル、置換アラル
キル、アルケニル、アリール、置換アリール、又は式－Ｎ＝ＣＲ４Ｒ５のイミノである。
各Ｒ７は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ及びＲ７

が結合している窒素を含んでいる複素環基の一部である。Ｒ４基は水素、アルキル、アラ
ルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールである。Ｒ５基はアルキル、アラ
ルキル、置換アラルキル、アリール又は置換アリールである。Ｑ基は（ａ）ヘテロアルキ
レン、（ｂ）アルキレン、（ｃ）フッ素化アルキレン、（ｄ）アリーレン、（ｅ）第１基
と、第２基と、これらを連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、（ｆ）Ｒ７及び
Ｒ２が結合している窒素を含有している複素環基の一部、又は（ｇ）これらの組み合わせ
であり、各第１基及び第２基は独立してヘテロアルキレン、アルキレン、フッ素化アルキ
レン、アリーレン、又はこれらの組み合わせである。Ｒ１、Ｒ７、及びＱ基は上記のもの
と同様である。変数記号ｐは、少なくとも１に等しい整数である。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８１】
　第３の態様では、コポリマーが提供される。コポリマーとしては、シュウ酸塩化合物、
フッ素化アミン化合物、及び第１アミン化合物を含む第３反応混合物生成物が挙げられる
。シュウ酸塩化合物は式（ＩＸ）のものである。

【化２４】

　式（ＩＸ）中、各Ｒ１は独立してアルキル、ハロアルキル、アラルキル、置換アラルキ
ル、アルケニル、アリール、置換アリール、又は式－Ｎ＝ＣＲ４Ｒ５のイミノである。Ｒ
４基は水素、アルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールであ
る。Ｒ５基はアルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールであ
る。フッ素化アミンは、ペルフルオロポリエーテルセグメント、並びに第一級アミノ基を
少なくとも２つ、第二級アミノ基を少なくとも２つ、又は第一級アミノ基を少なくとも１
つに加えて第二級アミノ基を少なくとも１つを含有する。第１アミン化合物は式（ＩＩ）
のものである。
【化２５】

　式（ＩＩ）中、Ｑ２基は、（ａ）アルカンラジカル、（ｂ）フッ素化アルカンラジカル
、（ｃ）ヘテロアルカンラジカル、（ｄ）アレーンラジカル、（ｅ）第１基と、第２基と
、これらを連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、（ｆ）Ｒ７及びＲ７が結合し
ている窒素を含んでいる複素環基の一部、又は（ｇ）これらの組み合わせであり、各第１
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基及び第２基は独立して、アルカンラジカル、フッ素化アルカンラジカル、ヘテロアルキ
レンラジカル、アレーンラジカル、又はこれらの組み合わせである。各Ｒ７基は独立して
水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ２及びＲ７が結合している
窒素原子を含んでいる複素環基の一部である。変数記号ｎは、少なくとも２に等しい整数
である。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】
　式（ＩＩ）の第１アミン化合物の多くの実施形態では、変数記号ｎは２に等しく、化合
物は式（ＩＩａ）のものである。
【化２６】

　式（ＩＩａ）中、Ｑ基は（ａ）ヘテロアルキレン、（ｂ）アルキレン、（ｃ）フッ素化
アルキレン、（ｄ）アリーレン、（ｅ）第１基と、第２基と、これらを連結するカルボニ
ルアミノ基とで構成される基、（ｆ）Ｒ７及びＲ７が結合している窒素を含んでいる複素
環基の一部、又は（ｇ）これらの組み合わせであり、各第１基及び第２基は独立してヘテ
ロアルキレン、アルキレン、フッ素化アルキレン、アリーレン、又はこれらの組み合わせ
である。各Ｒ７は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ
及びＲ７が結合している窒素を含んでいる複素環基の一部である。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９４】
　第１の品物として、反応混合物の生成物を含むコポリマーを提供する。反応混合物は、
ａ）フッ素化オキサリルアミノ含有化合物及びｂ）第１アミン化合物を含む。フッ素化オ
キサリルアミノ含有化合物は、ペルフルオロポリエーテルセグメントを少なくとも１つ、
及び式（Ｉａ）の１価のオキサリルアミノ含有基を少なくとも２つ含む。
【化３１】

　式（Ｉａ）中、各Ｒ１は独立してアルキル、ハロアルキル、アラルキル、置換アラルキ
ル、アルケニル、アリール、置換アリール、又は式－Ｎ＝ＣＲ４Ｒ５のイミノである。各
Ｒ４基は水素、アルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールで
ある。各Ｒ５基はアルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリール
である。各Ｒ２は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールである。第１アミ
ン化合物は式（ＩＩ）のものである。
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【化３２】

　式（Ｉ）中、Ｑ２は、（ａ）アルカンラジカル、（ｂ）フッ素化アルカンラジカル、（
ｃ）ヘテロアルカンラジカル、（ｄ）アレーンラジカル、（ｅ）第１基と、第２基と、こ
れらを連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、（ｆ）Ｒ７及びＲ７が結合してい
る窒素を含んでいる複素環基の一部、又は（ｇ）これらの組み合わせであり、各第１基及
び第２基は独立して、アルカンラジカル、フッ素化アルカンラジカル、ヘテロアルキレン
ラジカル、アレーンラジカル、又はこれらの組み合わせである。各Ｒ７基は独立して水素
、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ２及びＲ７が結合している窒素
原子を含んでいる複素環基の一部である。変数記号ｎは、少なくとも２に等しい整数であ
る。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９５】
　第１の品物の別型であり得る第２の品物を提供する。第２の品物では、フッ素化オキサ
リルアミノ含有化合物は式（Ｖ）のものである。

【化３３】

　式（Ｖ）中、Ｒｆはペルフルオロポリエーテル基である。各Ｙ１は独立して、（ａ）ヘ
テロアルキレン基、（ｂ）アルキレン基、（ｃ）第１基と、第２基と、これらを連結する
カルボニルアミノ基とで構成される基、又は（ｄ）これらの組み合わせであり、各第１基
及び第２基は独立してヘテロアルキレン又はアルキレンである。変数記号ｎは、少なくと
も２以上の整数である。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９７】
　第１の品物の別型であり得る第４の品物を提供する。第４の品物では、フッ素化オキサ
リルアミノ含有化合物は式（ＶＩ）のものである。
【化３５】

　式（ＶＩ）中、Ｒｆはペルフルオロポリエーテル基である。各Ｙ１は独立して、（ａ）
ヘテロアルキレン基、（ｂ）アルキレン基、（ｃ）第１基と、第２基と、これらを連結す
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るカルボニルアミノ基とで構成される基、又は（ｄ）これらの組み合わせであり、各第１
基及び第２基は独立してヘテロアルキレン又はアルキレンである。変数記号ｑは、少なく
とも１に等しい整数である。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１００
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１００】
　第１～第６の品物のうちのいずれか１つの別型であり得る第７の品物を提供する。第７
の品物では、第１アミン化合物は式（ＩＩａ）のものである。
【化３７】

　式（ＩＩａ）中、Ｑ基は（ａ）ヘテロアルキレン、（ｂ）アルキレン、（ｃ）フッ素化
アルキレン、（ｄ）アリーレン、（ｅ）第１基と、第２基と、これらを連結するカルボニ
ルアミノ基とで構成される基、（ｆ）Ｒ７及びＲ７が結合している窒素を含んでいる複素
環基の一部、又は（ｇ）これらの組み合わせであり、各第１基及び第２基は独立してヘテ
ロアルキレン、アルキレン、フッ素化アルキレン、アリーレン、又はこれらの組み合わせ
である。各Ｒ７は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ
及びＲ７が結合している窒素を含んでいる複素環基の一部である。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０１】
　第８の品物として、反応混合物の生成物を含むものを提供する。反応混合物は、ａ）第
２オキサリルアミノ含有化合物及びｂ）ペルフルオロポリエーテルセグメントを有しかつ
第一級アミノ基を少なくとも２つ、第二級アミノ基を２つ、又はこれらの組み合わせを有
するフッ素化アミンを含む。第２オキサリルアミノ含有化合物は式（ＩＩＩ）のものであ
る。
【化３８】

　式（ＩＩＩ）中、各Ｒ１は独立してアルキル、ハロアルキル、アラルキル、置換アラル
キル、アルケニル、アリール、置換アリール、又は式－Ｎ＝ＣＲ４Ｒ５のイミノである。
Ｒ４基は水素、アルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールで
ある。Ｒ５基はアルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール又は置換アリールであ
る。各Ｒ７は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ及び
Ｒ７が結合している窒素を含んでいる複素環基の一部である。Ｑ基は（ａ）ヘテロアルキ
レン、（ｂ）アルキレン、（ｃ）フッ素化アルキレン、（ｄ）アリーレン、（ｅ）第１基
と、第２基と、これらを連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、（ｆ）Ｒ７及び
Ｒ７が結合している窒素を含んでいる複素環基の一部、又は（ｇ）これらの組み合わせで
あり、各第１基及び第２基は独立してヘテロアルキレン、アルキレン、フッ素化アルキレ
ン、アリーレン、又はこれらの組み合わせである。変数記号ｐは、少なくとも１に等しい
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整数である。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０２】
　第８の品物の別型であり得る第９の品物を提供する。第９の品物では、フッ素化アミン
は式（ＶＩＩ）のものである。
【化３９】

　式（ＶＩＩ）中、Ｒｆはペルフルオロポリエーテル基である。各Ｙ１は独立して、（ａ
）ヘテロアルキレン基、（ｂ）アルキレン基、（ｃ）第１基と、第２基と、これらを連結
するカルボニルアミノ基とで構成される基、又は（ｄ）これらの組み合わせであり、各第
１基及び第２基はヘテロアルキレン又はアルキレンである。変数記号ｎは、少なくとも１
に等しい整数である。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０５】
　第１２の品物はコポリマーとして提供される。コポリマーは、式（ＩＶ）の基を少なく
とも１つ含有する。

【化４１】

　式（ＩＶ）中、各Ｑ１基はペルフルオロポリエーテルセグメントを含有する。各Ｑは（
ａ）ヘテロアルキレン、（ｂ）アルキレン、（ｃ）フッ素化アルキレン、（ｄ）アリーレ
ン、（ｅ）第１基と、第２基と、これらを連結するカルボニルアミノ基とで構成される基
、（ｆ）Ｒ７及びＲ７が結合している窒素を含んでいる複素環基の一部、又は（ｇ）これ
らの組み合わせであり、各第１基及び第２基は独立してヘテロアルキレン、アルキレン、
フッ素化アルキレン、アリーレン、又はこれらの組み合わせである。各Ｒ２は独立して水
素、アルキル、アラルキル、又はアリールである。各Ｒ７基は独立して水素、アルキル、
アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ及びＲ７が結合している窒素原子を含んでい
る複素環基の一部である。各変数記号ｑ、ｐ、及びｍは、独立して少なくとも１に等しい
整数である。各星印は、コポリマー内の他の基に結合する部位を記述する。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０６
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０６】
　第１２の品物の別型であり得る第１３の品物を提供する。第１３の品物では、Ｑ１は式
（Ｘ）の２価の基である。
【化４２】

　式（Ｘ）中、各Ｙ１は独立して、（ａ）ヘテロアルキレン基、（ｂ）アルキレン基、（
ｃ）第１基と、第２基と、これらを連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、又は
（ｄ）これらの組み合わせであり、各第１基及び第２基は独立してアルキレン又はヘテロ
アルキレンである。Ｒｆ基はペルフルオロポリエーテル基である。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１０】
　第１７の品物は、反応混合物の生成物を含むものとして提供される。反応混合物は、ａ
）シュウ酸塩化合物、ｂ）ペルフルオロポリエーテルセグメントを有しかつ第一級アミノ
基を少なくとも２つ、第二級アミノ基を２つ、又はこれらの組み合わせを有するフッ素化
アミン、及びｃ）第１アミン化合物を含む。シュウ酸塩化合物は式（ＩＸ）のものである
。
【化４４】

　式（ＩＸ）中、各Ｒ１は独立してアルキル、ハロアルキル、アラルキル、置換アラルキ
ル、アルケニル、アリール、置換アリール、又は式－Ｎ＝ＣＲ４Ｒ５のイミノである。Ｒ
４基は水素、アルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールであ
る。Ｒ５基はアルキル、アラルキル、置換アラルキル、アリール、又は置換アリールであ
る。第１アミン化合物は式（ＩＩ）のものである。
【化４５】

　式（ＩＩ）中、Ｑ２基は、（ａ）アルカンラジカル、（ｂ）フッ素化アルカンラジカル
、（ｃ）ヘテロアルカンラジカル、（ｄ）アレーンラジカル、（ｅ）第１基と、第２基と
、これらを連結するカルボニルアミノ基とで構成される基、（ｆ）Ｒ７及びＲ７が結合し
ている窒素を含んでいる複素環基の一部、又は（ｇ）これらの組み合わせであり、各第１
基及び第２基は独立して、アルカンラジカル、フッ素化アルカンラジカル、ヘテロアルキ
レンラジカル、アレーンラジカル、又はこれらの組み合わせである。各Ｒ７は独立して水
素、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ２及びＲ７が結合している窒
素を含んでいる複素環基の一部である。変数記号ｎは、少なくとも２に等しい整数である
。
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【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１１】
　第１７の品物の別型であり得る第１８の品物を提供する。第１８の品物では、第１アミ
ン化合物は式（ＩＩａ）のものである。
【化４６】

　式（ＩＩａ）中、Ｑ基は（ａ）ヘテロアルキレン、（ｂ）アルキレン、（ｃ）フッ素化
アルキレン、（ｄ）アリーレン、（ｅ）第１基と、第２基と、これらを連結するカルボニ
ルアミノ基とで構成される基、（ｆ）Ｒ７及びＲ２が結合している窒素を含んでいる複素
環基の一部、又は（ｇ）これらの組み合わせであり、各第１基及び第２基は独立してヘテ
ロアルキレン、アルキレン、フッ素化アルキレン、アリーレン、又はこれらの組み合わせ
である。各Ｒ７は独立して水素、アルキル、アラルキル、又はアリールであるか、又はＱ
及びＲ７が結合している窒素を含んでいる複素環基の一部である。
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